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プロテインキナーゼのアッセイは、今日の創薬分野において極めて重要な位置
づけがされています。 CDASでは、LabChip技術を利用することでヒトキノーム
(human kinome)に関与する多様なキナーゼアッセイを展開しています。特に192
種類のキナーゼの阻害アッセイが簡単にできる、EZReaderとProfilerProキットの
組み合わせにより、短時間で正確なキナーゼプロファイリングを達成可能です。
1 9 2 キ ナ ー ゼ の プ ロ フ ァ イ リ ン グ が 受 託 で も 出 来 る よ う に な り ま し た 。

RapidKinase™ （RapidKinaseTM 192）

キャリパーのLabChipシステムは、基質と生成物をマイクロチップ電気泳動法

により分離・検出・解析する手法です。精度・再現性に優れ、弱い阻害活性を正
確に検出することが可能です。

LabChipLabChip技術によるアッセイ技術によるアッセイ

LabChipシステムでは、シッパーと呼ばれる吸引ノズ
ルを用いて384ウェルプレートから吸い上げられた基

質とリン酸化された生成物が上図のようなマイクロ流
路を移動しながら電気泳動され、数十秒で分離・蛍光
検出されます。シグナルは生成物と基質の2つのピー

クとして検出されます。それらのシグナル強度から、
基質から生成物への変換率を求めることができます。
分離工程が入るので、蛍光性の検体もアッセイ対象
になります。
予め384ウェルプレートに24種類のキナーゼ、基質・

緩衝液などを用意したキットをご提供しております。
8種類のキットがあり、全部で192種類のキナーゼが

アッセイ可能です。

LabChipシステムの特徴

データの精密度が高い ・・・ 弱い阻害活性も定量的に測定可能

ATP濃度をKm値の濃度に設定可能 ・・・ ＡＴＰによる阻害の無いアッセイ原理

基質と生成物の両方の測定が可能 ・・・ KmやVmaxの算出が容易

→ 競合阻害・非競合阻害の判別が可能

モノクローナル抗体やRIを使用しない ・・・ リン酸化ペプチドを直接測定

蛍光性の検体をアッセイ可能 ・・・ 自家蛍光の影響を回避

高速アッセイが可能 ・・・ 安定で信頼のデータを御提供可能

低価格化 ・・・ 多数検体のアッセイはさらに低価格で御提供

キャリパーのキャリパーの192192種類の種類のキナーゼキナーゼプロファイリングプロファイリング
を受託サービスでご提供を受託サービスでご提供
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EZReaderとProfilerProキット



最新の情報はホームページ （http://www.caliperls.jp) でご確認ください。
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Plate1、2、3、4、5、6、7、8で192種類のキナーゼを提供


